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No.23 キーワード【自己調整、自己理解、他者理解、意思表出、自己肯定感】  対象：小・中・高 

１ 教材名 こころかるた（全年齢向け） 

 

２ 対象児童生徒の特性               

 ・自分の思いを文章で伝えることが苦手である。 

・集中力が持続しにくい 

 

３ ねらい 

・対象児童生徒の実態把握や特性の理解につなげる。 

特に、年度当初は有効である。 

・教師と１対１で取り組んだ場合も、複数の児童生徒

で取り組んだ場合も、お互いの性格や行動様式を理

解するツールとなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カードの質問例 

４ 使い方 

① 時間に合わせてカードを１０枚程度用意し、３～４

枚選ばせる。 

② 選んだカードの問いを読ませて、答えやすい問題か

ら話させる。 

③ 問いによっては、回答が難しい内容もあるので、答え

たくない場合は、１回はパスしてもよいことにする 

（教師は、児童生徒が答えられる問いをあらかじめ

選択しておくとよい）。 

④ 初めて対応する児童生徒とかかわるときにも、会話

のきっかけとして使える。 

 

５ 指導上の留意点 

・児童生徒によって質問内容が難しく理解できない場

合があるので、内容を吟味して扱う。 

・答えを否定せず、うなずいたり拍手をしたり、気持ち

よく答えられる雰囲気を作る。 

・できれば教師もカードの質問に答える。 

 

６ 出典 

 ・教材名  株式会社クリエーションアカデミー 

「こころかるた（全年令向け）」 

 ・価 格  ２，１７８円（税込） 

・備 考  「子ども向け」や「ティーン向け」もある。 



No.24 キーワード【ＳＳＴ、生活、意思表出、自己理解、他者理解、自己調整】対象：中・高 

１ 教材名 ＳＳＴ２択展開カード 

「このあとどうなるの？」  

   

２ 対象児童生徒の特性 

 ・文書読解が苦手で、文書全体の把握が 

難しい。 

・反射的に反応することが多く、全体を 

見通すことが難しい。 

・短絡的な理解で、適切な行動ができな 

いことがある。 

 

３ ねらい 

 ・葛藤する場面の絵から全体の状況を読み取る力を高める。 

 ・絵から読み取れることを物語にすることで、言語として表現する力につなげる。 

 ・絵から読み取れる登場人物の心理を読み取ることで、他者理解の姿勢を育む。 

４ 使い方 

① 「このあとどうなるの？」の問題場面の絵を見せる。 

② この絵から読み取れることをできるだけ多くあげる。 

③ 絵から読み取れる状況を自分の言葉で言語化する。 

④ 絵に出てきている登場人物の心理を読み取り、その後の行動を推察する。 

⑤ 正反対の行動をとった後の結果を推察する。 

 

５ 指導上の留意点 

・苦手とする文書読解に関する課題として、全体を把握することに意識がいくように指導 

する。 

・登場人物を自分に置き換え、その後の行動で自分だったらどうするかを考えさせる。 

・短絡的な判断から、全体を見て総合的に判断し行動できるようその視点を育む。 

  

６ 出典 

 ・教材名  株式会社クリエーションアカデミー 

「ＳＳＴ２択展開カード このあとどうなるの？」 

・著 者  本多 恵子 ／ 監 修  鈴村 眞理 

 ・価 格  ９，９００円（税込） 

 ・備 考  ・日常で起りがちなトラブル場面(１５シーン)が描かれた「問題提起カード」

と、２通りの解決法が描かれた「選択カード」が３枚一組になっている。 

       ・同発行元からは、ＳＳＴボードゲーム「なかよしチャレンジ（小学校低学

年）」「フレンドシップアドベンチャー（小学校高学年以上）」も出ている。 



No.25 キーワード【自己調整、自己理解、他者理解、自己肯定感、コミュニケーション】 対象：小（高）・中・高 

１ 教材名 アンガーマネジメントゲーム 

 

２ 対象児童生徒の特性 

 ・些細なことでイライラしてしまう。 

・気持ちが高ぶると攻撃的な言動をしてしまう。 

・怒ってしまった後、一旦は後悔するが、しばら

くすると再び同じような行動をとってしまう。 

 

３ ねらい 

  ・怒りの理由を知り、怒りのコントロールができ

るようになることで、自己肯定感を高める。 
４ 使い方 

① 「怒りのできごとカード」の中からカードを 1枚引きく。 

② 「怒りの温度計カード」を使って、自分の怒りの感情度数を１～１０の中から選ぶ。  

③  カードを引いた人がどのくらいの怒りを感じているか、他の人も予想する。 

④  自分と他者とでは怒りの感情の度数や怒りのポイントが違うことを知る。 

⑤  怒りの出来事を通して、どんなクールダウン方法があるかを話し合う。 

 

 ５ 指導上の留意点 

・小学生に使うならば、オリジナルの「怒りのできごとカード」を作るとよい。 

・ゲームをする前に『イラスト版子どものアンガーマネージメント』を使って、「アンガー

マネジメントチェック」や「自分の怒りのチェックシート」を行うとよい。 

・点数にこだわりやすい場合は、点数化しない（ゲームは、相手の怒りの感情度数を予想

し、合っていると得点が入るルールになっているが、実際の活動では、怒りに対する共

感やよりよいクールダウンの方法を共有することに重点を置く）。 

 

６ 出典 

①・教材名  一般社団法人 日本アンガーマネジメント協会 

「みんなの怒りのツボを当てろ！アンガーマネジメントゲーム」 

  ・価 格  ２，２００円（税込） 

 

  ②・教材名  合同出版 

「イラスト版子どものアンガーマネジメント」 

   （日本アンガーマネジメント協会監修） 

・著 者  篠 真希、長縄 史子 

  ・価 格  １，８７０円（税込） 

  



No.26 キーワード【情緒の安定、コミュニケーション、意思表出、思考力】対象：小・中・高 

１ 教材名 名前をつけて早く呼ぶカードゲーム ナンジャモンジャ 

   

２ 対象児童生徒の特性 

 ・ゲーム的な要素のある学習を好み、積極的に取り組むが、 

勝ち負けにこだわる面が見られる。 

・他者といるよりも、一人でいることを好む傾向がある。 

・自分の考えを説明することに苦手さがある。 

 ・想像力に乏しいが、記憶することは得意である。 

 

３ ねらい 

 ・他者に自分の考えを説明したり、質問したりすることで、語彙を増やす。 

・楽しくゲームに取り組み、友達とやりとりしながら、コミュニケーション力を高める。 

 ・想像力や思考力を高める。 

４ 使い方 

① めくったカードに描かれたキャラクターに名前を付ける。 

② 自分がそのキャラクターに命名した理由を説明する。 

③ 友達の説明を聞いて、さらに聞きたいことを質問する。 

④ ゲーム終了後、楽しかった点や盛り上がった点につい 

て発表し合い、楽しさを共有する。 

⑤ このゲームにはどんな力が必要かを各自で考え、付箋 

に書く。 

 ⑥ 各自の意見を出し合い、同じような意見をグループにしていき、まとめる(上図参照)。 

 ⑦ それぞれの力が将来どのような場面で生きてくるかについて、想像して話し合う。 

 

５ 指導上の留意点 

・ゲームに取り組む前に、このゲームを通してどんな力が身に付くかを考えることがねら

いであることを伝え、勝敗にこだわることがないようにする。 

・命名した理由についてうまく説明できない場合は、着目した点など、答えやすそうな質

問を教師が投げかけ、話しやすいようにする。 

・各自が付けた名前や命名した理由について、良いところを教師が全員に伝える。 

・付箋を出し合って話し合う際には、自分の意見について、他者が理解し、グループ分け 

しやすいように、具体的な場面を提示しながら説明してもらう。 

・和やかな雰囲気で取り組むことができるように配慮する。  

 

６ 出典 

 ・教材名 株式会社すごろくや「ナンジャモンジャ シロ」「ナンジャモンジャ ミドリ」 

・価 格 １，４３０円（税込） 

①から③までは 
ゲームの中で行う。 



No.27 キーワード【文書読解、表現力、文章表現、集中力、コミュニケーション】 対象：小 

 

１ 教材名 おとあわせ おはなしカルタ 

 

２ 対象児童生徒の特性 

・ゲームが好きである。 

・作文が苦手である。 
・表現が苦手である。 
・考えることが苦手である。 
・集中力が持続しにくい。 

 
３ ねらい 

・「音」や「様子」を表した絵札と読札を使った言葉遊びカルタで、表現力、思考

力を高める。 

・集中して聴く力を高める。 

・絵を見たり場面を想像したりして、様々なバリエーションを想像する力を高める。 

４ 使い方 

① 「おとあわせカルタ」としての遊び方 
      「おと」や「ようす」を表し、擬音のシチュエーションに合った絵札と擬音カード（読

札）が１対になったカードが３０組ある。絵札をすべて広げ、読札を読み、内容にあっ

た絵札を取る。十分に読札と絵札の組み合わせが理解されたら、読札を広げ、絵札を見

せて、読札を取る。 
② 「おはなしかるた」としての遊び方 

      絵札を全て裏向きに置く。遊びに参加している児童全員一斉に４枚の絵札を手に取

る。手に取った４枚の内容を自由に組み合わせて、お話を作る。どんなお話でも構わな

い。素敵なお話や面白いお話など、できた人から順に発表していく。何回か繰り返し行

い、気に入ったお話をたくさん作った方がよい。 

 
５ 指導上の留意点 

・事前に学習上のルールを確認しておく。 

   （話したいときや席を離れたいときは手を挙げる。かるたを取るときに、「はい」

と返事をする。お話を発表するときも「はい」と返事をして発表する。） 
・複数で取り組む場合は、コミュニケーション面や他者とのかかわりの面も意識させる。 

 
６ 出典 

・教材名  ヒラメキ工房「おとあわせ おはなしカルタ」 
・価 格  １，６５０円（税込） 



No.28 キーワード【語彙、集中力、学習意欲、コミュニケーション、自己調整】  対象：小 

１ 教材名 反対ことばカード 

 

２ 対象児童生徒の特性 

 ・集中力が持続しにくい。 

・急に自分の興味のある話を始めることがある。     

・正しく活用できる語彙が少ない。 

・順番をなかなか守れない。 

 

３ ねらい 

 ・集中できる時間を延ばす。 

・活用できる言葉を増やす。 

・ルールを守って学習する。 

・やりとりを通して、コミュニケーション面での成長につなげる。 

４ 使い方 

① 今日の学習のルールを確認する。 

（いくつかの中から選ぶ） 

② 順番を決める。 

③ 神経衰弱のようにカードをめくり、反対

ことばが合っていたら、大きな声で読ん

でとる。 

④ 全部取り終わったらそれぞれ枚数を数え

て、順番に大きな声で読む。 

⑤ 振り返りをして、後始末をする。 

⑥ 次時の学習内容を確認する。 

 

５ 指導上の留意点 

・事前に学習のルールを確認しておく。 

・相談して今日の学習の方法を決める。 

＜例＞自分の意見をみんなにわかるように伝える。 

友達の話も聞き、相談できるようにする。 

みんながやりやすいように考えて、ゲームの準備をする。 

   ゲームに負けても、怒ったり暴れたりしないで、受けとめる。 

 

 ６ 出典 

 ・教材名  銀鳥産業株式会社「ことばであそぼう 反対ことばカード」 

 ・価 格  ６０５円（税込） 

 ・備 考  くもん出版「反対ことばカード」「ＣＤ付き英語反対ことばカード」もある。 



No.29 キーワード【特殊音節、読み書き、語彙、操作、学習意欲】     対象：小（低） 

 

１ 教材名 かなかなパズルゲーム 

   

２ 対象児童生徒の特性 

 ・ゲームや個別のやりとりが好きである。 

・ひらがなを読むことができる。 

・勝ち負けにこだわりがある。 

・特殊音節（っ、ゃ、ゅ、ょ）の読み書きが苦手である。 

 ・言葉の数が少なく。言葉の意味理解が苦手である。 

 ・話す、書くなどの言語表現が苦手である。 

  

３ ねらい 

 ・言葉の数を増やす。 

 ・特殊音節の読みや書きに慣れる。 

 

４ 使い方 

① ひらがなが１文字ずつ書いてあるカードを５枚ずつ配る。 

② 順番に山から１枚ずつカードを取り、自分のカードと合

わせて単語ができたら自分の前に並べる。 

③ できた単語を解答用紙に書き写し、得点を記入する。 

【得点のルール】 

・カード１枚を１点とする。濁点も１点となる。 

・拗音、促音を１文字使うと２倍、２文字使うと 

２×２＝４倍となる。 

④ 順番に山からカードを取り、単語を考える。なければパ

スする。チェリーカードが出ると何にでも使える。 

⑤ 得点の合計をする。 

単語を作ることに慣れてきたら、単語が作れずに残った

カード枚数を合計得点からひいてもよい。 

 

５ 指導上の留意点 

・単語を想起できないときは、「〇〇もあるよ」などとヒントやアドバイスを積極的に伝え、

語彙の獲得や言葉の意味の理解につなげる。 

・促音、拗音を使って単語を作ると得点が増えることを具体的な単語で例示し、促音、拗

音を使う意識を高め、読み書きの向上につなげる。 

・「相手のカードの中で欲しいカードがあればもらえる」というルールを設定すると「交渉

する、譲る」などのＳＳＴにつながる。 

 

６ 出典 

 ・教材名  かもがわ出版「かなかなパズルゲーム」 

・著 者  山田 充 

 ・価 格  ３，０８０円（税込） 



No.30 キーワード【読み書き、語彙、漢字、視覚支援、表現力、学習意欲】    対象：小 

 

１ 教材名 意味から覚える 漢字イラストカード① 

   

２ 対象児童生徒の特性 

・絵入りカードなど次々と目先の変わるものがあると、 

興味を示して学習に取り組むことができる。 

・漢字の読み書きや意味を伴って覚えることが苦手である。 

・文字だけの単調な学習では、集中力が持続しない。 

  

３ ねらい 

  ・漢字が含まれた言葉を読むことによって、イメージや意味を伴いながら、漢字の意味を

理解する力を高める。 

（たとえば「頭」と「顔」が混同しやすい児童には、比べることができて効果的である。） 

 ・絵を見て漢字の読み方が言えることで、「読める、意味が分かる」という自信を高める。 

 ・漢字の書き順を確認させるとともに、漢字を書く学習への抵抗を軽減する。 

４ 使い方 

① あらかじめ、教師が児童の実態に応じて、使用するカードを選ぶ。（一度に 20～30 枚） 

② 児童にカードの表を見せて（持たせて）、漢字を読ませる。 

③ カード 1枚ごとに、裏を見て筆順を確認し、漢字の含まれた語句を音読させる。 

④ もう一度カードの表を見ながら、リズムよく全部の漢字を音読する。また、字形の似て

いる漢字同士や対義語を並べて、読みや意味の違いを確認する。 

⑤ 取り組んだ漢字を出題したプリントをする。（思い出せないときは自分でカードを見て

漢字を書く。） 

 

５ 指導上の留意点 

・事前に学習上のルールを確認しておく。 

・児童の自主性を重んじる（漢字が読めなかったら自分でカードの裏を見て、読み方や筆 

  順の確認をする。漢字を書くプリントでも、分からないものは自分でカードを見て書く

など）。 

・児童の実態によって、筆順や語句の読み方の許容範囲を工夫する（幾つかの読み方のど

れか一つだけでも、読めれば合格とするなど）。 

  

６ 出典 

 ・教材名  かもがわ出版「意味から覚える 漢字イラストカード」 

・著 者  山田 充 

 ・価 格  ３，０８０～５，２８０円（税込） 

 ・備 考  小学校１～６年まで展開されている。 



No.31 キーワード【読み書き、語彙、漢字、視覚支援、表現力、学習意欲】    対象：小 

１ 教材名 意味から覚える 漢字イラストカード② 

   

２ 対象児童生徒の特性 

 ・明るく、対人関係は良好である。 

・自分の得意なことや好きなことには集中

して取り組むことができる。 

・漢字や文章を書くことに苦手意識がある。 

 

３ ねらい 

 ・カードを使って語彙を増やし、自分の言葉で話したり、文章を書いたりする力を高める。 

 ・言葉でのやりとりを楽しみながら、コミュニケーション力の向上を図る。 

 ・できたことを認め、成就感を得させることで自信を高める。 

 

４ 使い方 

  ① 取り組む時間を決める。 

 ② 表のイラストと裏の漢字を照らし合わせて覚える。  

 ③ かるたのように、イラストを見て、漢字を言う。 

 ④ 漢字を確認する。 

 ⑤ 活動を振り返り、覚えられなかった漢字を確認する。 

 

５ 指導上の留意点 

・コミュニケーションを図りながらゆっくり学習を進め、学習への抵抗感や負担感を軽減 

させる。 

・担当者との信頼関係を築き、心理的安定を図る。 

・できたことを認め、励まし、やる気を促すことによって、学習意欲の向上を図る。 

・覚えられなかった漢字に対しては、無理をせず、時間を空けて繰り返し取り組ませる。 

  

６ 出典 

 ・教材名  かもがわ出版 

「意味から覚える漢字イラストカード」 

・著 者  山田 充 

・価 格  ３，０８０～５，２８０円（税込） 

・備 考  ・漢字の形・読み方・意味をうまく関連づ

けられない児童について、イラストとゲ

ーム形式で習得を図る。 

・小学校１～６年まで展開されている。 



No.32 キーワード【漢字、空間認知、集中力、学習意欲、読み書き、操作】    対象：小 

１ 教材名 漢字博士（漢字作りカード） 

  

２ 対象児童生徒の特性 

・感情が高ぶることがあり、泣き止まな

いことが時々ある。 

・集中力が持続しにくい。 

・多弁である。学習中も、その時の学習内容に 

関係なく、唐突に話をし出すことがよくある。  

・算数（計算等）はできるが、漢字の読み書きは得意ではない。 

 

３ ねらい 

 ・学習意欲と集中力を高める。 

 ・字形の認識能力を高め、読み書きの力を高める。 

 

４ 使い方 

 ◎ １２０の偏(へん)のカードと旁(つくり)のカードがあり、 

組み合わせて、漢字を作る教材である。ゲーム形式で行った。 

① 漢字の偏と旁の書かれたカードを裏返しにして、全て並べる。 

② 取り組む時間と、先攻・後攻を決める。 

③ ２枚めくり、漢字ができれば自分の物とする。 

④ できなければ、表にしたまま相手に順番をゆずる。 

 ⑤ 繰り返していき、時間内にできた漢字の数を競う。 

 

５ 指導上の留意点 

・最初、「神経衰弱」のように２枚をめくり、漢字ができなければ、また裏返していたが、

とても難しく、また時間もかかったため、上記のように、一度めくったカードは表にし

たままにするようにした。 

・高いレベルの児童の場合や長い時間を使える場合などは、「神経衰弱」形式で行っても良

いと思う。ただし、対象児童の集中力の程度もよく考慮する必要がある。 

・この教材には、『漢字組み合わせ一覧表』が付いており(上記写真)、このゲームでできる

主な漢字が記載されている。児童には、この表を使っても良いことにすることで、読め

なくても漢字を作ることができ、漢字を知り、読みを知っていくきっかけになっていく。 

・読みを覚えることは強要せず、児童の状況に合わせて取り

入れる。 

・右写真は、教師より多く作れて満足そうに眺めている様子

である。 

  

６ 出典 

・教材名 奥野かるた店「漢字博士 №１（ポピュラー版）」 

・価 格 ２，２００円（税込） 

・備 考 漢字博士(入門編、№１、№２、№３)、もじもじ博士シリーズ、漢字の宝島シ

リーズなど、｢奥野かるた店｣だけで２０種類以上ある。 



No.33 キーワード【漢字、集中力、視覚支援、学習意欲、操作、ローマ字】 対象：小（高）・中 

１ 教材名 「ととあわせ」 

（魚の漢字とイラスト合わせカード） 

 

２ 対象児童生徒の特性 

・漢字に苦手感がある。 

・ローマ字に苦手感がある。 

 

３ ねらい 

・漢字の苦手感を軽減する。 

・ローマ字を覚えたり、キーボード打ったりする 

ことを楽しく学習させる。 

  ・漢字やローマ字を覚えることは、パソコン打ち 

に利便性があることを経験させる。 

４ 使い方 

① 「魚へん」カードと「つくり」 

のカードを分けてランダムに 

並べる。 

② 「鮭」「鰆」など漢字を合わせる。 

  絵を参考に合わせることも 

できる。 

  ③ カードにローマ字（ヘボン式）が書かれており、それを読んで参考にして、漢字カー

ドを合わせることもできる。 

④ すべて合わせたら完成。 

 

５ 指導上の留意点 

・「魚と春でさわら」「魚と青でさば」「魚と 

安いでアンコウ」など覚えやすいカードから 

 並べるようにする。 

・キーボードのローマ字打ちをさせる場合は 

 合わせたカードのローマ字を打ち、漢字に 

変換させるとよい。 

 

６ 出典 

・教材名  株式会社環境総合テクノス魚魚
とと

工房「ととあわせ（京都丹後版、江戸前版）」 

  ・価 格  １,３２０円（税込）   

  ・備 考  同シリーズとして、「越前若狭版」や「Sushi Bar 英語版」などもあり 

 

京都丹後版 

江⼾前版 



No.34 キーワード【計算、学習意欲、視覚認知、集中力、操作】       対象：小・中 

１ 教材名 トランプの活用① 

   

２ 対象児童生徒の特性 

 ・ゲームや体を動かして遊ぶことが好きである。 

・視覚的情報を素早く認知することが苦手である。 

・整理整頓が苦手で、持ち物を全てひとまとめにしてしまう。 

・学習への苦手意識が強く、特に数学的思考が苦手である。 

 

３ ねらい 

 ・授業のはじめに、トランプを使用したビジョントレーニングを楽しみ、視機能を高める。 

  ・生徒自身が引いた２枚のトランプの数字を使って計算問題（「正の数・負の数の加法・減

法」）を作り、楽しみながらアクティブに取り組ませる。 

  ・直接数字を扱うのではなく、トランプを使って、視覚的に数量を認知することにより、

数学への抵抗感を軽減させる。 

４ 使い方 

  ① ハートとスペードのトランプ各１から１０までを机上にランダムに置く。 

  ② ハートを１０まで取ってから、スペードの１０までを取るというビジョントレーニング

（数字探しゲーム）であることを確認する。 

 ③ タイムを計って取り組む（毎回のタイムを記録する）。 

 ④ ビジョントレーニングで使用したトランプから２枚引く。 

 ⑤ 引いたトランプの数字を使って計算問題を作り、解く。 

 

５ 指導上の留意点 

・数字探しゲームのルールを確認しておく（慣れてきたら、ゲームの方法を変える）。 

・個人差があるため他者とは比べず、前回の自己タイムを越えていくことができるように 

褒めたり励ましたりする。 

  ・数字探しゲームでリラックスした後、トランプを使った自作の計算問題にチャレンジさ

せることで学習意欲の向上につなげる。 

  ・計算過程で迷いが生じていると思われる時には、思考の補助として自作の「数直線の帯」

と付箋を使用するように促す。 

６ 出典 

①・教材名  株式会社実務教育出版「発達障害の子どもを伸ばすビジョントレーニング」 

・著 者  小松 佳弘 

・価 格  １，７６０円（税込） 

・備 考  右よりワークシートがダウンロード可。URL:https://www.0v0ision10.com/ 
②・教材名  フォーラム・Ａ企画「あそび＋学びで楽しく深く学べる算数アクティビティ２００」 

・著 者  樋口 万太郎 

  ・価 格  ２，０９０円（税込） 



No.35 キーワード【計算、学習意欲、視覚認知、集中力、操作、コミュニケーション】 対象：小・中       

１ 教材名  トランプの活用② 

   

２ 対象児童生徒の特性 

・勝ち負けのあるゲームに興味がある。 

・数字や計算に対する苦手意識がある。 

・集中力が持続しにくい。 

 

３ ねらい 

 ・ゲーム的な要素を取り入れた活動の中で、数量の意味を実感させる。 

 ・集中できる時間を延ばす。 

 ・教師とのやり取りを通して、コミュニケーション能力を高める。 

４ 使い方 

（１） 数の大きさ比べ（２～５人） 

① クリップを取り付けたカードを、マグネット付き釣り 

竿で釣り、大きさを比べる（複数枚の合計も有）。 

② ２枚以上のカードを釣り、計算（＋、－、×、÷）

した上で大きさを比べる。 

（２）１０（または他の数字）を作るゲーム（２～４人） 

① カードを切ってから、手元に２枚ずつ並べる。残りは真ん中に裏返して積んでおく。 

② ２枚のカードを使って（計算して）１０になれば、カードを獲得できる。 

③ 獲得できたら、カードの山から２枚ひき、手元に並べる。 

④ １０にならない場合は、１枚手持ちのカードを捨ててから１枚ひく。 

⑤ カードの山がなくなった時点で、獲得しているカードの枚数が多いほうが勝ち。 

（３）筆算（整数・小数・分数） 

① 引いたカードを組み合わせてホワイトボードに並べ、 

筆算（＋、－、×、÷）の練習をする。 

 

５  指導上の留意点 

・事前にゲームのルールを確認しておく。 

・ゲームの結果を板書したり、表に書き入れたりして、視覚的に振り返りをさせる。 

・気づいたことや思ったことを発表したり書かせたりして、表現力の向上につなげる。 

・複数の人数で行う際には、かかわり方の配慮をする。 

・各学年の算数科の学習に合わせて、取組み方法を工夫することができる。 

  

６ 出典 

 ・教材名  ダイソー「トランプ」 

・価 格  １１０円（税込）（１００円で２セット入りもある） 



No.36 キーワード【英語、ローマ字、視覚支援、集中力、記憶力、学習意欲】 対象：小・中 

１ 教材名 はじめておぼえるＡＢＣかるた 

   

２ 対象児童生徒の特性 

 ・絵を描くことが好きである。 

・集中力が持続しにくい。 

・自分で判断して行動することが苦手である。 

・言語理解力が低い。 

 

３ ねらい 

  ・繰り返しかるたを読むことによって、アルファベットの発音や、大文字と小文字を正確 

 に把握する力を高める。 

 ・楽しく取り組ませることで、学習意欲や集中力の向上につなげる。 

 

４ 使い方 

  ① 絵札を全て並べる。 

 ② 「おや」が、読み札を読む。 

 ③ 読み札のアルファベットが書いてある絵札をさがして取る。 

 ④ 一番多く絵札を取った人の勝ち。 

 ⑤ 絵札裏の他の英単語を発音し、イラストと意味を確認する。 

 

５ 指導上の留意点            

・かるた取りのルールやかるたの使い方を確認しておく。 

・複数で取り組む場合は、他者との関わりの面も意識させる。 

・「おや」は、交替して行わせる。 

  ・白札に好きなかるたを自由に描いて使わせることによって、記憶力や学習意欲向上につ

なげることもできる。 

 

６ 出典 

 ・教材名  集英社「はじめておぼえるＡＢＣかるた」 

 ・価 格  １，３２０円（税込） 

 ・備 考  アルファベットを正しく声に出して読んだり書いたりす 

ることができるようになったら、語彙の導入を行うため

に、「英語かるたゲーム」（下記書籍内）などを参考にし

て取り組んでみるのも楽しい。 

明治図書出版「生徒が熱中する英語ゲーム３３の技」 

著者 瀧沢 広人  

価格 ２，６４０円（税込） 

読み札 

絵札裏 

絵札 



No.37 キーワード【視覚認知、地図、集中力、読み書き、漢字、操作】      対象：小 

１ 教材名 日本地図パズル 

   

 

２ 対象児童生徒の特性 

 ・聴覚認知より視覚認知が優位である。 

 ・地図に興味がある。 

・学年相当の漢字は、なかなか覚えられない。 

・集中力が持続しにくい。 

 ・自分の興味・関心があることは話せる。 

 

３ ねらい 

 ・児童の興味・関心の高い地図（日本の都道府県パズル）を通して、都道府県に興味を 

もたせるとともに、漢字の読み書きの力を高める。 

 ・集中できる時間を延ばす。 

 ・コミュニケーション力を高める。 

 

４ 使い方 

① 地方ごとに分けて、都道府県名を読む。 

② 読めるようになった都道府県を地図にはめ込む。 

③ 読めるようになった都道府県を白地図にチェックする。 

（読めるようになってきたら、読めなかった所だけチェックするでもよい。） 

④ 読めるようになったら、都道府県名を漢字で書くことに挑戦する。ただし、難しい漢字

は無理しない。 

⑤ 読めたり書けたりする都道府県が増えていくことを褒め、自信につなげる。 

 

   

５ 指導上の留意点 

・都道府県の白地図や都道府県名を書き込む 

プリントなども児童の実態に合わせて用い、 

児童の自己肯定感の向上につなげる。 

 

６ 出典 

 ・教材名  「日本地図パズル」 

 ・価 格  ５２８円（税込） 

 ・備 考  パズルになっていれば多少形態が 

違っていてもよい。 

 

 



No.38 キーワード【集中力、図形、空間認知、情緒の安定、自己調整、操作】  対象：小・中・高 

 

１ 教材名 パズルＴ 

 

２ 対象児童生徒の特性 

・集中力が持続しない。 

・積み木やパズルなどに抵抗がない。 

 

３ ねらい 

 ・集中力を伸ばす。 

 ・空間認知力を伸ばす。 

 ・あきらめない心を伸ばす。 

 ・「できた」という達成感を味わわせる。 

 

４ 使い方 

① 敷き詰められる下敷き（教師が作っておく）を

使って形をつくる。 

② 難易度の低いと思われる形からチャレンジする。 

③ 用意した下敷きが全部できたら、形だけを見て

チャレンジする。 

④ いろいろな形を工夫して作ってみる。 

 

５ 指導上の留意点 

 ・自閉傾向・多動傾向等、多くの特性に対応できる。 

・敷き詰められるようにいくつかのパターンの下敷きを作っておく。 

・組み立てはやや難しいため、タングラムの経験があると取り組みやすい。 

・なかなかできない場合はヒントとなる形に注目させる。 

・ヒントを出すなどして、できないままいつまでもさせない工夫をする。 

・４ピースなので短時間でできる。 

 

 ６ 出典 

・教材名  ディーワン・プロダクツ 

「銘木ＮＯＢパズルシリーズ Ｔｈｅ－Ｔ(ザ・ティー)」 

 ・価 格  １，６５０円（税込） 

 ・備 考  同シリーズに、「ロングラム（７ピース）」や「Ｔｈｅ－Ｆ（６ピース）」「テ

トラ（立体８ピース）」等、難易度が高いものもある。 



No.39 キーワード【集中力、図形、空間認知、情緒の安定、自己調整、操作】   対象：小 

１ 教材名 図形モザイクパズル 

 

２ 対象児童生徒の特性 

  ・まじめで、一生懸命取り組む。 

  ・知識や方法が理解できたことは、他のことについても 

当てはめて処理できる。 

  ・図形を直感的に捉えることが苦手である。 

  ・教室では、話を集中して聞いて理解することが苦手である。 

 

３ ねらい 

  ・自分で選択する力を図る。 

  ・図形を直感的に捉える力を高める。 

  ・達成感を感じることにより自信を高める。 

  ・図形を使って楽しく活動することにより、図形の苦手意識を軽減し、関心を高める。 

４ 使い方 

① 同じようなレベル４枚の絵から取り組みたい絵を選ぶ。 

② どんな場面の絵か確認する。 

③ 課題の絵に合わせて、赤、青、緑、黄色４色の三角形と四角形のピースを枠にはめてい

き課題と同じ絵を作る。 

④ できあがったら、合っているか教師と一緒に確認する。 

⑤ ワークシートにシールを貼り、時間を記入し、活動を振り返る。 

⑥ ブロックを形ごとに片付ける。 

 

５ 指導上の留意点 

  ・三角形・四角形どちらを使ってもよい場合もあるが、解答にこだわらずいろいろな方法

があることを確認する。 

  ・ワークシートに、できるまでにかかった時間を記録、シールを貼ることにより、継続的

かつ視覚的にできたことが実感できるようにし、達成感を味わえるようにする。 

  ・できあがった作品を一緒にみて、誉め、学習意欲と高める。 

  ・ただ、作品を完成させるだけでなく、その絵をモチーフに話をする。 

  ・１サイクル終わったら、次の段階は何色のどの形が何枚使われているか予想する。 

  ・色板を使って、自由に絵を作ったり見本と同じ課題で自由に取り組んだりする活動を 

取り入れてもよい 

  ・写真を撮って、記録として残しておくのもよい。 

 

６ 出典 

  ・教材名  くもん出版「図形モザイクパズル」 

  ・価 格  ３，６３０円（税込） 



No.40 キーワード【集中力、巧緻性、コミュニケーション、情緒の安定】 対象：小・中・高 

１ 教材名 お箸でお豆さんつかみゲーム 

   

２ 対象児童生徒の特性 

 ・集中力が持続しない。 

・考えることを面倒がることがある。    

・ある程度、箸が使える。 

 

３ ねらい 

 ・集中力を伸ばす。 

・思考力を高める。 

 ・指先の巧緻性を磨く。 

 ・コミュニケーションを楽しむ。 

 ・始める際の緊張感を味わう。  

４ 使い方 

① 一人で（黄と緑の豆を箸でつまんで皿に入れる・出す。） 

② 二人で 

・先生と：黄と緑に分かれて競い合う 

・友達と：黄と緑に分かれて競い合う 

③ 色を交替して行う 

 

５ 指導上の留意点 

・初めに一人でやってみるのもよい。 

・４種類の形があるので、どの形からつまむか作戦を立てさせるとよい。 

・つかみにくい形はどう箸を使うか考えるように促す。 

・教師対児童の場合は、児童の進み具合を見ながら加減するとよい。 

・一人でする場合は時間を計測する等やり方を工夫する。 

・飽きないようにいろいろなやり方を取り入れる。 

・ハンディをつけるのもよい。 

・だらだらすることのないように、豆を全部移動したら一旦終了というようにする。 

・スタート時の緊張感が楽しめるようにする。 

・楽しい雰囲気の中でできるように配慮する。 

・豆数が少ないので（全１２個）、短時間でできる。 

  

６ 出典 

 ・教材名  ダイソー 

「お箸でお豆さんつかみゲーム」 

 ・価 格  １１０円（税込） 



No.41 キーワード【集中力、記憶力、巧緻性、コミュニケーション、計算】対象：小・中・高 

１ 教材名 カヤナック（釣りゲーム） 

 

２ 対象児童生徒の特性 

・ワーキングメモリーが苦手である。 

 

３ ねらい 

・遊びながら、大事なことを覚えて使用する力を 

育成する。 

４ 使い方 

① 取り組む時間を決めておく。 

② 新しい紙をセットし、鉄球を入れる入れ物の色 

をそれぞれ決める。 

③ じゃんけんなどで順番を決め、順番に白のサイ 

コロを振る。 

④ 振ったさいころの目（１～３）の数を、竿の先 

端の尖った部分で穴をあける。 

⑤ 自分があけた穴を覚えておき、その穴に、先に 

磁石がついている釣り竿の糸を入れて、中にあ 

る鉄球を釣る。 

⑥ 時間になったら、それぞれがとれた鉄球を数える。たくさん鉄球をとった人が勝ち。 

 

５ 指導上の留意点 

・枠の下に敷いて使用する紙は、Ａ４のわら半紙やコピー用紙などでよい。 

・ゲームが進むとたくさんの穴があき、今、自分があけた穴も分からなくなるので、 

あけた穴を、しっかり覚えているように声掛けをしておきワーキングメモリーを 

訓練する。 

・鉄球は小さくつかみにくいので、釣れた鉄球をこぼしたり転がらせたりしないよう 

に声をかけ、指先の巧緻性を高められるようにする。 

・最後に自分がとった鉄球を数える活動をさせる。 

  ・九九が定着していない子には、大玉５点、小玉３点など苦手な九九の段を使って、 

点数を数えさせるようにする。点数計算で九九の利便性を感じさせる。 

 

６ 出典 

・教材名  ＨＡＢＡ社（ドイツ）「ＫＡＹＡＮＡＫ（新版）」 

  ・価 格  ６，３８０円（税込） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




